
地域の農業を見て・知って・活かすDBを活用しよう

〈分析の視点等〉

分析事例

【分析事例７】担い手の有無と施策の取組状況

農業集落ごとに65歳未満の基幹的農業従事者数を把握するとともに、集落営農の有無、
多面的機能支払の取組の有無を重ね合わせることで、農地の維持、保全の担い手確保が
必要な農業集落を明らかにし、保全活動等における施策判断の材料に活用する。

○65歳未満の基幹的農業従事者数、集落営農の有無と多面的機能支払の取組
状況をみる

使用したデータ

赤枠の地域では、多面的機能支払制度へ
の参加とともに、集落営農や65歳未満の
基幹的農業従事者が存在しており、今後
の農地保全や農地集積に期待できる。
青枠の地域では、多面的機能支払制度に
は参加しているものの65歳未満の基幹的
農業従事者が少ない地域であり、今後の
保全活動の取組継続への検討候補と考え
られる。

多面的機能支払

・年齢別基幹的農業従事者数（2020年）
・多面的機能支払交付金（2019年）
・集落営農実態調査（2021年）
・農業集落境界

（計算方法）
65歳未満の基幹的農業従事者数＝
基幹的農業従事者数（男女計）のうち、65歳未満の
各階層の合計人数


